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Abstract 

The aim of this study investigated the effects of physical fitness project, “Physical Fitness Contest in 

Shizuoka”, on the result of New Physical Fitness test for children in Japan. The data of 51,533 children between 10to 

11yr were collected, and the boys and girls of non-sports participation were sampled. Additionally, the students 

divided into two groups. H group is the students in top 10 schools of the contest, "figure-eight skipping jump in 

everyone" (8J) and "Dodgeball rally in everyone" (D), and L group is the other students. The number of 5th-grade 

boys were  H group:117（D 23，8J 94） and L group:3,836, the girls were H group:186（D 44，8J 142） and L 

group:5,531. The number of 6th-grade boys was H group:184（D 88，8J 96） and L group:3,916, the girls were H 

group:289（D 183，8J 151） and L group:5,897. The total score of the test of 6th-grade boys and girls were 

significantly higher in H group than in L group. Excluding 50mDash in both sexes and Softball throw in girls, the 

other tests were significantly improved in 6th grade. From these results, the physical fitness project in Shizuoka is 

effective for improving the physical fitness level of the students who are non-sports participation. There were not 

significant difference between D and 8J． From these results, it is concluded that the physical fitness project in 

Shizuoka would be useful for improving the physical fitness level of the children who have not participated any 

sports. 
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I 緒言 

近年、子どもの体力の低下や二極化が問題となって

いる 28）。これは子どもを取り巻く生活環境が大きく様

変わりしたことや 26）、親世代よりも子どもの遊ぶ場所

が減っていること３）などが理由に挙げられる。また、

子どもたちのライフスタイルも変化し、放課後は塾通い、

習い事、スポーツクラブ等に時間を費やしていることも

理由として考えられる。こうした背景を踏まえると、子

どもの身体活動量に関してスポーツ活動に取り組んで

いる子どもと取り組んでいない子どもの間で大きな差

異が生じていることが推察できる 11）。 

内閣府の子ども若者白書 18）によると、平成 26 年度

（2014年）における11歳の体格（身長および体重）は、

男子が 145.2 ㎝、38.4 ㎏、女子が 146.8 ㎝、39.0 ㎏で

あり、昭和60年（1985年）に比べ、男子が1.9cm、1.9kg、

女子が 1.3cm、1.2kg 大きくなっている。体格は大きく

なる一方、体力水準は昭和60年（1985年）をピークに

低下の一途をたどり、平成10年（1998年）以降は横ば

いを示す体力項目が多くみられるようになった 17）。こ

れは子どもの体力低下が底を突き、何らかの介入を行わ

なければ改善させることができないレベルにまで到達

しているとの見方ができる。諸外国の研究報告をみると

子どもの肥満は大きな問題となっており、体力を改善さ

せるためには肥満問題を解消させる点に注目されてい

る 2,3,5,6,8,10,31）。わが国における子どもたちも、肥満とい

う問題点が体力の年次推移によって明らかにされてい

るが、Sugiyama と Hamlin の研究 27）では BMI と体力水

準には相関はあるものの、痩せの問題や正常範囲内の子

どもの低体力者が非常に多く存在していることが示さ

れており、肥満児および肥満傾向の子どものみならず、

全ての子どもたちに注目して運動機会を如何に設ける

かが重要な解決策ではないかと指摘している。子どもを

取り巻く生活環境が大きく様変わりしたことによって、

児童期における運動機会は学校教育およびスポーツ活

動を通して教師ら大人が何らかの介入をしなければな

らない時代になってきている。 

平成16年（2004年）、文部科学省は我が国における

子どもの体力低下は非常に大きな社会問題の一つとし

て全国的な子ども体力向上実践事業を展開した 9）。この

事業は小規模の地域をモデルとして全国 42 地域におい

て 3年計画で実施され、各地域の特色を生かした体力づ

くりが効果を示す傾向が示されたことから、地域全体で

継続的に取り組むための具体的な取り組み例の提示が

求められた。これを機に文部科学省は学校単位での子ど

もの体力アップに関する事例を全国から集め、報告して

きている 16，18）。同時期に、静岡県教育委員会もまた、

県内小学校を対象に「体力アップコンテストしずおか」

（以下、体力アップコンテスト）の実施をスタートさせ

た。体力アップコンテストは学級単位で各種目の運動に

挑戦するチャレンジ部門と、リズムダンスの創作や体力

づくりに取り組む創作部門から構成されており、運動を

楽しみながら体力の向上を図るとともに、教師が介入し、

好ましい人間関係を育むことを目的とした学級参加型

の取り組みである 25）。この事業が開催されてから14年

が経過し、継続性と全県の児童生徒の参加型であるこう

した事業の評価が今後の子ども体力向上に大きな影響

を及ぼすものと思われる。14年間の記録は、上位10傑

のランキングが記録されており、熱心に取り組んでいる

学校やチャレンジ部門で上位にランクされるのは常連

校となる傾向が強く、高学年の上位 10 校の記録は他校

との差が見受けられる。また、高学年で上位にランクさ

れる学校は低学年から続けてこのコンテストを熱心に

取り組んでいる傾向もある。このような上位校の体力デ

ータを調査することにより、事業の取り組みが体力テス

トの結果に影響を及ぼしているか否かの有意義な知見

を提示できるのではないかと期待される。しかし、これ

まで、子どもの体力に関する調査は地域あるいは県全体
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の平均的体力データを全国平均値と比較する取り組み

にとどまっており、個人の新体力テストデータは各学校

に保管されているも、全県の子どもたち全体を対象とし

て個人データを活用した横断的、縦断的調査は全く行わ

れていないのが現状である。 

そこで、本研究の目的は平成 26 年度～平成 27 年度

の体力データから体力アップコンテストチャレンジ部

門で上位にランクされた学校とそれ以外の学校に分類

し、それぞれの学校からクラブ活動を行っていない児童

を抽出し、彼らの体力テスト結果を比較することで体力

アップコンテストが新体力テストにいかなる効果を及

ぼしているのかを明らかにすることとした。 

 

Ⅱ研究方法 

調査対象 

本研究は静岡県内における小学校第５学年および第

６学年の児童を対象とした。調査は文部科学省が平成

11 年度から体力・運動能力調査として採用している新

体力テストの平成26および平成27年度における結果を

用いた。また、児童のスポーツ活動状況と体力テストの

関係を探るため、静岡県教育委員会を通じ県内小学校に

対し、児童の個人記録の調査を依頼した。その結果、平

成 26 年度は小学校 141 校、平成 27 年度は小学校 239

校から協力が得られ（静岡市ならびに浜松市を除く）、

記入漏れのあった学校を除き平成 26 年度における小学

校５・６年生（19,581 名）、平成 27 年度における小学

校５・６年生（31,952 名）、合計 51,533 名を本研究の

対象者とした（表１）。調査は新体力テストの結果に加

え、少年団やクラブ所属するスポーツ活動調査も実施し、

スポーツ活動による影響を考慮し、日常的にスポーツク

ラブなどに所属しない児童に絞り込むことで、体力アッ

プコンテストが体力テストの結果に及ぼす影響をみる

こととした。 

データ収集 

静岡県内の小学校を対象に、平成 26 年度および平成

27 年度における児童の個人記録を静岡県教育委員会の

協力により得た。児童の個人データは、個人を特定する

情報を除いた通学先の学校名、性別、生年月日、スポー

ツ活動ならびに体力テストの結果であった。体力テスト

の結果の項目は握力、上体起こし、長座体前屈、反復横

とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とびおよびソ

フトボール投げの８種目であった。また、『平成25年度 

本県児童の生徒の体格・体力の現状』７）、『平成26年度 

本県児童生徒の体格・体力の現状』８）より平成 25年度

および平成 26 年度において体力アップコンテストのう

ち、みんなで８の字とび（以下、８J）、みんなでドッジ

ボールラリー（以下、D）、の２種目において記録が良か

った上位 10 校のデータをリストアップし、それらの学

校から個人データが提出されたかを検索した。８Jおよ

び D を抽出した理由はこれまでの参加級数が多く人気

があることや８J、D ともに素早い動作で動き回らなけ

ればならない内容となっているためである。データ項目

は種目ごとの順位、学校名、学年、学級、種目ならびに

記録であった。なお、データ収集にあたり個人や学校が

特定できないよう、各データをコード化した後に分析を

進めた。また、参考として静岡県内で平成 27 年度の体

力アップコンテスト上位10傑にランクインした29校に

対し、活動開始時期、頻度、時間などに関する記述式ア

ンケート調査を行い、活動状況をまとめた。なお、協力

が得られたのは21校（回収率72.4％）であった。 

体力アップコンテスト上位校に所属する児童の抽出

体力アップコンテストが体力テストの結果へ及ぼす効

果を調査するため、平成26年度および平成27年度の体

力アップコンテストのうち２種目（８J および D）の上

位 10校（High群、以下H群）および不参加または２種

目において上位10校にランクインしなかった学校（Low

群、以下L群）という各条件に当てはまる学校を抽出し

た。抽出の結果、表 2 に示す通り、５年生男子が H 群

117 名、L 群 3,836 名、女子が H 群 186 名、L 群 5,531

名であった。また、６年生男子では H 群 184 名と L 群

3,916名）が抽出され、女子では H群 289名、L群 5,897
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名）であった（表２）。H 群内において５年生 D 群が男

子 23名、女子 44名と他群より抽出数が少ない傾向であ

った。これらの抽出校について児童が過去に体力アップ

コンテストに参加していたかどうかの確認を彼らの 1

年次まで遡ってみたところ、全ての抽出校が体力アップ

コンテストに積極的な参加をしていることが分かった。

なお、全対象者から無所属として抽出された児童は男子

が 30.6％、女子が47.2％であった。 

統計処理 

学年別、男女別にH群と L群について体力テストの結

果を比較した。また、H群内における８J群と D群につ

いて両種目間の違いはあるか比較した。抽出された対象

児童の体力値は平均値±SD を求めた。各体力テスト項

目については実値を、体力合計点および体力項目の相対

的変化の観察においては T スコア（式：T 値＝（（各群

の平均値-学年毎の平均値）÷学年毎のSD）×10＋50）

を用いた。Tスコアは平成26年度および平成27年度の

全対象者の平均値と標準偏差から算出した。H群と L群

における無所属児童の体力比較は、L群とH群について

体力テストの各項目の評価点についてスコア化した値

について対応のない Student-t テストを行った。また、

体力項目毎の差についてはH群内の８J群とD群の2群

間に差が生じているのか否かをみるため、Ｌ群を含めた

三群で対応のない1元配置分散分析を行った。L群を含

めた理由は種目別にみた場合に L 群を下回る場合も想

定したからである。3群間に有意差が認められた場合に

は Post-hoc test としての Scheffe の多重比較検定を

行い、いずれも有意水準は５％未満とし、P＜0.05、P

＜0.01で示した。なお、2群および 3群比較において本

研究では全て等分散性の検定を実施し、等分散性がある

ことを確認したうえで上記分析を行った。 

 

Ⅲ 結果 

H群と L群の比較 
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体力テストの結果をTスコアに換算し、５年生男女（図

1）および６年生男女（図 2）についてそれぞれレーダ

ーチャートにまとめ、H群とL群を比較した。５年生に

おいては男女とも、長座体前屈（P<0.05）を除いて有意

な差は認められなかった。一方、６年生の比較では男子

では握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20m

シャトルラン、立ち幅とび、およびソフトボール投げに

おいて H 群のほうが有意に高い値を示した（P<0.01）。

また、女子50m走およびソフトボール投げ以外の項目で

有意差が認められた（P<0.05/0.01）。握力（図 3）：６

年生男子をみると、D群（21.3kg）および８J群（21.2kg）

は L 群（20.0kg）に比べて有意に高い値を示した

（P<0.05/0.01）。６年女子においては H群でまとめると

差が認められたが、D 群および８J 群に分けた場合には

差は認められず、有意傾向であった。一方、５年生では

男女ともに有意な差は認められなかった。 

上体起こし（図４）：５年生男子において群間で有意

差は認められなかったが、５年生女子では D 群（19.2

回）が L 群（17.7 回）よりも有意に高い値を示した

（P<0.05）。６年生男女において、D群および８J群に L

群より有意に高い値が認められた（P<0.01）。 

長座体前屈（図５）：２学年男女とも L 群に比べ８Ｊ

群が有意に高い結果を示し（P<0.05/0.01）、６年女子で

は D群とL群との間にも差を認めた（P<0.01）。 

反復横とび（図6）：５年生において、群間で男女共

に有意な差は認められなかった。しかし、６年生男子に
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おいて、８J 群（45.9 回）は L 群（43.8 回）に比べて

有意に高い値を示した（P<0.01）。女子では D 群（44.2

回）および８J 群（43.3 回）ともに L 群（42.2 回）よ

りも有意に高い値を示した（P<0.01）。 

シャトルラン（図 7）：５年生において、全群間で男

女共に有意な差は認められなかったが、６年生男子にお

いて、８J 群（59.3 回）が L 群（52.3 回）に比べて有

意に高い値を示し（P<0.01）、女子においてはD群（51.0

回）および８J 群（51.2 回）が L 群（45.3 回）に比べ

て有意に高い値を示した（P<0.01）。 

50ｍ走（図8）：６年生女子において８J群（9.1秒）

および L群（9.3秒）はD群より有意に速い結果であっ

た（P<0.05）。その他、学年別性別の、いずれの群間に

おいても有意な差は認められなかった。 

立ち幅とび（図 9）：５年生男子では全群間で有意な

差は認められなかった。一方、５年女子においては D

群（152.6cm）が L群（146.7cm）に比べて有意に高い値

を示し（P<0.05）、６年生男子においてD群（166.9cm）

および８J群（170.8cm）が L 群（161.8cm）に比べて有

意に高い値を示し示した（P<0.05/<0.01）。また、６年

女子においてもD群（162.5cm）および８J群（158.6cm）

は L 群（153.7cm）に比べて有意に高い値を示した

（P<0.01）。 

ソフトボール投げ（図10）：５年生男子において、群

間に有意な差は認められなかった。一方、５年生女子に

おいては、D 群（15.7ｍ）が L 群（13.6ｍ）および８J

群よりも有意に高い値を示した（P‹0.05/P<0.01）。６年

生をみると、男子のD群（25.0ｍ）および８J群（24.9

ｍ）が L 群（22.4ｍ）に比べて有意に高い値を示した

（P<0.01）。６年生女子ではH群（15.7ｍ）がL群（15.2

ｍ）の比較同様、有意傾向のみで有意差は認められなか

った。 

合計点（図11）：合計点は６年生男女においてＬ群に

比べＤ群、8Ｊ群は有意に高かった（P＜0.05/0.01）。５

年生の男女には群間で有意な差は認められなかった。 

 

IV 考察 

本研究は、静岡県内の小学生児童を対象として実施さ

れている体力アップコンテストが体力テストの結果に

及ぼす効果を調査することが目的であった。 

日常生活においてスポーツ活動を行っていないと回

答した児童（男子が 30.6％、女子が 47.2％）から、体

力アップコンテスト 10 位以内の学校に在籍する児童 H

群とそれ以外の児童 L 群の体力テストの結果を比較し

た。 

体力テスト項目別にみると、５年生では男女ともに長

座体前屈以外の項目で有意差を示さなかったが、６年生

男子では50m走を除いてすべての項目でH群の方が有意

に高い結果が認められ、女子では 50m走、ソフトボール

投げ以外の項目に有意なH群＞L群の関係が認められた。

H群とL群との間に体力テストの多くの項目で有意な差

が認められたことは有意義な結果として受け止められ

る。例えば、小川ら 22）は一般的に行われている１回旋

ごとに両足で１回跳躍する跳び方を５分間継続した場

合、最大酸素摂取量の 63.7％～78.0％に相当するとい

う報告をしており、縄跳び運動が全身持久力改善効果を

示している。本研究の６年生男女シャトルランで認めら

れた有意な改善は体力アップコンテストの上位入賞と
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いう目標に向けた日々の取り組みの効果が反映されて

いると思われる。 

取り組み実態を調査するため、県教育委員会の協力で

平成27年度体力アップコンテスト上位校（平成27年11月５

日現在）に対し、アンケート調査を行った結果、体力アッ

プコンテストに向けての取り組み開始時期は、４～６月に

開始する学校が68.4％で１番高い割合を示し１年を通じ

て体力向上に取り組んでいる学校が多く、取り組み頻度は、

「毎日行う」が55.6％と半数を超えていた。また、毎日行

っている学校では体育の時間ではなく朝の時間あるいは

休み時間を活用し、短い時間で行っていることも特徴であ

った。石井ら12）は小学校の校内活動環境が身体活動に影

響を及ぼすことを報告している。体力アップコンテストを

きっかけに毎日の休み時間には短い時間でさえ運動場で

活動する校内環境の整備が「子どもの体力向上」のカギと

なるのではないかと考えられる。実際、森村ら15）は身体

活動を促す短時間の取り組みを導入する小学校に在籍す

る児童の身体活動量が取り組みのない学校に在籍する児

童に比べ、日常の身体活動量は高く、かつ、身体活動推奨

量を上回る高い身体活動水準を保持している可能性を報

告している。諸外国においても休憩時間の活動量が体力水

準に及ぼす研究報告30）や通学時に自転車を利用している

生徒は呼吸循環系体力が高いというコホート研究14）が示

されている。このように、身体活動量と体力テストの結果

に強い関連性があることから21、23）、体力アップコンテス

トに取り組むということは日常生活において特にスポー

ツ活動を行っていなくても学級での活動によって体力を

改善させるレベルで身体活動量を増加させることが可能

であることが考えられる。本研究におけるH群の児童は、

登下校時の歩行や学校での体育の授業などに加えて体力

アップコンテストに向けた日々の取り組みが男女共に身

体活動量を増加させ、体力テストの結果に影響を及ぼした

のではないかと推察される。 

新本 20）は、スポーツ活動を行っていない児童は、ス

ポーツ活動を行っている児童よりも自己効力感が低い

ことを報告しており、スポーツ活動の実施が児童の体力

のみならず心理面にも影響することを報告している。ス

ポーツの実施種目の違いは自己効力感に大きな影響を

及ぼさないことから、スポーツ活動を通じた様々な経験

が児童の心身の発達において大切な役割を果たしてい

る可能性が考えられる。運動をする機会の少ない児童に

とって体力アップコンテストを通じた運動の取り組み

は、仲間と共に協力し合いながら目標に取り組むことで、

スポーツ活動の楽しさや達成感を得ることができ、自己

効力感を感じさせる場となっていることが期待され、体

力アップコンテストのための練習は日常生活における

様々な運動遊びを行う機会を助長していることが本研

究で得られた結果の背景にあるのではないかと推察さ

れる。事実、小学校３・４年生を対象とした学校滞在中

の休み時間等における身体活動の制限が、その後の生活

行動に及ぼす影響を調査した研究では、身体活動を推進

した児童と制限した児童では、活動を推進した児童の身

体活動量は学校滞在中に限らず、下校後においても高ま

っている４）。本研究では日常生活での運動強度について

対象者の変化を測定してないため、これ以上の言及はで

きないが、学級で取り組む体力アップコンテストなどの

目標を共有できる運動機会の提供は子どもが運動習慣

を身に着けるための方策として教師、学校が取り組むべ

きことと思われる。 

本研究では６年生の男女において D群、８J群の群間

に差はなかったが、男子ではソフトボール投げ、握力に

おいて女子にはみられない有意差が認められ、女子では

長座体前屈に明らかな伸びがみられている。小学生の日

常生活における身体活動量を評価した足立ら 1）は男子

の方が１日あたりの歩数が多く、強度の高い運動を行っ

ていることを報告している。また、佐藤ら 24）は学校の

休み時間における男女の身体活動状況を検討したとこ

ろ、男子の方が強度の高い運動を行っていることを示し、

女子では休み時間には座位での活動が多いという報告

をしている。このことから、日常生活における男女の生

活行動の違いが体力改善にも影響を及ぼしているのか

もしれない。本研究で比較したスポーツを行っていない

子どもたちの体力水準は静岡県の平均値より低いか同

じくらいのレベルで推移している。この点から、体力ア

ップコンテストは児童の体力向上に寄与するものの、放

課後や休日に行うスポーツ活動ほどの効果を得るには

難しく、定常的に子どもたちの体力を向上させる事業と

してではなく、スポーツや運動を行う習慣化を促す取り

組みと位置付けることが重要である。 

ところで、本研究では６年生において５年生よりもH
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群と L群の間に大きな差が認められ。５年生ではH群と

L群との間に有意差を認めたのは長座体前屈のみであ

ったことについては一考の余地がある。このような現象

を示すに至った要因の一つにH群の参加継続年数が挙

げられる。６年生におけるH群をみると、過去３年間に

おいて上位10校にランクインした経験を持つ学級は少

なかったもの、多くの学校で低学年から参加を続けてい

る学校が多いことが県教育委員会の保管する未公開資

料を調べることによりわかった。また、５年生に変化が

みられず、６年生に変化がみられた背景は発育発達段階

で伸びる体力要素が異なることが結果に影響を及ぼし

ているさらなる要因ではないかと思われる。17年度文

部科学省の報告した各学年の体力テスト平均値から、1

年生から２年生に進級する場合にはおよそ1点の増加

が見込まれる 17）。また、２年生から３年生に進級する

時には男子の50m走、立ち幅とび、女子の反復横とびお

よび立ち幅とびがそれぞれ約1点伸び、他はほとんど変

わらないという伸びの停滞時期となる 29）。さらに、子

どもの体力向上の年齢段階の報告 21）から、運動を行っ

ている者とそうでない者との体力差がはっきりと現れ

る年齢は10歳（小学５年）頃からではないかと推察さ

れる。小学１年から４年生までは体力を高めるというよ

りも運動を行うための感覚を磨き、楽しさを覚えること

が大切であり、ゴールデンエイジといわれる小学４年以

降は５～６年生にかけ急激な体力、運動能力の伸びがみ

られ、加えて力強さや粘り強さを伸ばす年齢直前の準備

段階と考えられる 29)。体力アップコンテストの８Jや D

のような単に走りまわるのではない運動プログラムを

低学年に提供することは神経系の発達が著しい子ども

たちに対し、全身の筋を使ったダイナミックな運動や感

覚受容器に様々な刺激を与える多様な運動を提供する

こととなり、中枢神経系のネットワークを強化するだけ

でなく、筋組織や呼吸循環系への刺激となっているにち

がいない。このような要因が重なることにより５年生で

は体力の明らかな差が認められなかったが６年生にな

ると顕著な差がみられたと分析される。小学期における

体力向上に関する取り組みは1年生から６年生までを

追跡する縦断的調査が求められる。 

子どもの体力低下が問題視されているなかでも、ソ

フトボール投げは特に低下傾向を示している種目の１

つである 17）。そのため、投力向上を目的として静岡県

教育委員会では体力アップコンテストにおいてソフト

ボール投げの記録改善を期待してドッジボールラリー

を強化種目に指定してきた。また、８J群の児童に着目

すると、８の字とびは連続的に回旋している縄を跳び、

走り抜ける能力が必要となることから、瞬発力や巧緻性

が必要となるが、反復横とびや立ち幅とびにより測定可

能な敏捷性や跳躍力のみならず体力テストの多くの項

目において改善が認められる種目として取り上げられ

てきている。体力アップコンテストの D群（みんなでド

ッジボールラリ―）および８J群（みんなで 8の字とび）

についてそれぞれの効果に違いがあるのか体力テスト

項目別に違いをみてきたが、結果は５年生の女子ソフト

ボール投げの群間（D 群、８J 群）にのみ有意差が認め

られた。 

投動作の性差については深谷ら 7）が日常的な遊びの

中で野球をはじめとする投動作の経験が女子の方が男

子より少ないことを報告している。５年生の女子で D

群に高い結果を認めた背景にはこのような動作経験が

乏しかったことが影響しているかもしれない。しかし、

５年生男子、６年生男女には差を認めていない。加藤ら

13）は投動作をステップの仕方や体幹のひねりの有無か

ら検討し、男子と女子には顕著な違いがみられたことを

報告している。また、ドッジボールラリーで使用するボ

ールの大きさはソフトボール投げで使用するボールよ

りも大きいことから、肘が肩の高さよりも上がらず手首

だけで投げるフォームや、手が胴体の横から振り出され

るサイドスローなど対象者自身の体格や運動能力に合

わせた投げ方を行っている可能性も考えられ、本研究の

結果にはソフトボール投げ改善の過程とマッチしてい

る子とそうでない子の影響が混在していることが推察

される。平成28年度（2016年）から公開種目として「み

んなで的当て」が紹介され、平成 29 年度から正式にチ

ャレンジ部門の種目として採用されている。25）今後、「み

んなで的当て」の評価を加えながら検討を行う必要があ

る。 

本研究は体力アップコンテストが日常生活において

スポーツに参加していない児童を対象にその効果をみ

てきた。合計点についても６年生は H群の方がＬ群より

有意に高い値が認められた。日常運動を行っていない児
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童に対し十分な刺激を与えることになったといえよう。

本研究では体力アップコンテストしずおかの「みんなで

8の字とび」および「みんなでドッジボールラリー」の

順位を競うチャレンジ部門に着目し、継続的に参加し、

上位 10 傑にランクインしている学級を含む学校とそう

でない学校のスポーツ活動を行っていない児童につい

て５年生および６年生の新体力テスト結果を比較した。

子どもの体力に及ぼす要因は様々であり、本研究で抽出

された子どもたちの日常の活動強度などについては調

査が足りないのは事実であり、体力アップコンテストの

練習のみが差を生じさせたとは必ずしも言えないが、抽

出された児童が特別なスポーツ活動を行っていなかっ

たこと、体力アップコンテストの上位 10 傑にランクイ

ンする学校の児童は多くが、1年次から継続的に取り組

んできていること、アンケート調査からコンテストの上

位に入るためには朝の就業前などに毎日練習を行って

いること、本研究の調査規模が極めて大きいことを勘案

すれば、体力アップコンテストは運動習慣の少ない子ど

もたちの体力改善に効果的に働いているといえよう。よ

って、体力アップコンテストは子どもたちの体力改善に

効果的であり、継続的な取り組みにより6年次にその変

化がみられることが示唆された。また、朝の就業前や休

み時間の活動が子どもの体力低下を向上に転換させる

活動になると思われた。 
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要旨 

本研究では「体力アップコンテストしずおか」のみんなで8の字とびおよびみんなでドッジボールラリーの順位を競

うチャレンジ部門に着目し、継続的に参加し、上位10傑にランクインしている学級を含む学校と含まない学校に分類

し、5年生および 6年生のスポーツ活動を行っていない児童における新体力テスト結果を比較した。調査は浜松市およ

び静岡市を除く県内の小学校に新体力テスト結果に加え、スポーツ活動に関する個人データ収集を依頼し、協力が得ら

れた学校（H26年度 141校,H27年度 239校）の合計51533人の児童から対象となる児童を抽出し、群間比較した。群分

けはスポーツ活動を行っていないかつ上位10傑の学校に所属の児童をH群、それ以外のスポーツ活動を行っていない

児童を L群とした。また、H群はさらにドッジボールラリー（D群）、みんなで8の字とび（８J群）に分けた。抽出さ

れた児童は５年生男子がH群 117名（D群 23名，８J群 94名）、L群 3,836名、女子がH群 186名（D群 44名，８J群

142名）、L群 5,531名であった。６年生男子ではH群 184名（D群 88名，８J群 96名）とL群 3,916名が抽出され、

女子ではH群 289名（D群 138名，８J群 151名）、L群 5,897名であった。調査の結果、5年生男子では有意な差は認

められなかったが、5年生女子および 6年生男女ではH群の方が有意に高い体力合計点を示した。また、項目別におい

ても 6年生男女ではH群は L群に比べて高い値を示した。H群内の D群および８J群に大差はみられなかった。以上の

結果から、体力アップコンテストは子どもたちの体力改善に効果的であり、継続的な取り組みにより 6年次にその変化

がみられることが示唆された。また、朝の就業前や休み時間の活動が子供の体力低下を向上に転換させるカギとなるの

ではないかと思われた。 
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